
「多文化共生を軸に
広げていく可能性」

沖縄キリスト教短期大学
英語科



多文化共生

英語
Oral English

TOEIC

台湾
台湾研修
長栄大学研修

観光・
ビジネス
ホスピタリティ
＆ツーリズム
観光学概論

日本語
表現技法

日本語検定演習

沖縄・日本
沖縄の言語

沖縄の歴史と現在

実務
エアラインサービス
インターンシップ

資格
英検/TOEIC

日本語学習支援者
グローバルビジネ
ス実務検定

幅広い職種で求められる社会人力
を養います 自分ルーツを知る

社会で活きる表現力を身につける

観光立県沖縄に特化した授業
沖縄のプロになるアジアにも視野を広げる

グローバル時代に欠かせない
ツールをマスターする

就職に有利な資格



キャリア教育 実務教育

日本語と英語 台湾研修 観光業・ビジネス

多文化共生



キリ短英語科で学ぶメリット

・「キリパス」で進路がはっきり見える！

・英語と観光を同時に学習することにより、
就職幅が大きく広がる。

・キリ短英語科オリジナルの台湾プログラム







初級クラスから上級クラスまで6段階のクラス
に分かれています。クラスでは4技能を駆使し
て主にアウトプットに重点をおいてます。初
級クラスでは日常英会話を学び、上級クラス
では英語でディスカッションやディベートを
行います。

Oral English 







通訳（映画翻訳）

これまで学んだ英文法を活かして、映画翻訳
にチャレンジします。翻訳には、英語力のみ
ならず、異国の文化・歴史の理解が不可欠で
す。また映画翻訳は文字数が限られています
ので、日本語の要約力と文章力が試されます。













テーブルマナーや接客時の英語表現、おも
てなしの心を学びます。またホテルや空港
等を訪問し、実際に働いている方々と会話
をしたり、職場の雰囲気を体験することが
できます。

ホスピタリティ＆ツーリズム









航空ビジネス入門

日本における観光の現状と課題について、
アクティブな講義を行います。
キャビンアテンダントやグランドスタッフ、
観光全般の職種で役立つ観光ビジネスを学びます。
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就職幅が大きく広がる。
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卒業後の進路状況

就職内定率

2018年 91.3％ コロナ前

2019年 87.9％ コロナ前

2020年 81.3％ コロナ禍 県内企業25％が就職止め

進学者

2018年13人

2019年 7人

2020年 7人



2019年度 主な就職先の業種 コロナ前

卸業・小売業

・薬局

・アパレル

運輸業

・航空関係

宿泊業・飲食サービス

・ホテル



2020年度 主な就職先の業種 コロナ禍

卸業・小売業

・化粧品会社

・自動車販売店

宿泊業・飲食サービス業

・ホテル

生活関連サービス業

・ウェディング



進学（3年次編入）

琉球大学 観光産業学部産業経営学科

名桜大学 国際学部語学教育

沖縄国際大学 産業情報学部企業システム

沖縄キリスト教学院大学 英語コミュニ
ケーション学科



在学生向け

OG/OB
パネルディス
カッション

ホテル
CA 銀行



在学生向け

OG/OB
パネルディス
カッショングランドスタッフ ホテル IT企業
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キリ短英語科オリジナル台湾プロ
グラム

１．台湾研修 1年次必須プログラム 台湾へ4泊5日

２．長栄大学研修 夏休み2週間 英語で中国語を学ぶ

３．在学留学 半年間、長栄大学へ交換留学



台湾研修 台湾研修

台湾研修：日程11月15日
～11月19日（4泊5日）

実施期間：1年後期

事前学習：3週間

調査結果プレゼン準備：3週間



CJCU（長栄大学）研修
夏期：約2週間



在学留学



英語科の３つのポリシーについて

１．入学者受け入れの方針

（アドミッション・ポリシー）

２．教育課程編成・実施の方針
（カリキュラム・ポリシー）

３．卒業認定・学位授与の奉仕
（ディプロマ・ポリシー）



入学者受入れの方針
（アドミッション・ポリシー）
〈求める人物像〉

１．建学の精神を理解し、地域社会と世界に奉仕する意欲のある者。

２．多様なバックグラウンドを持つ人々と協働し、自分の意志と判断で行動
できる者。

３．英語と日本語による適切なコミュニケーションにおいて、その場の状況
に応じて考え、判断し、自己表現できる者。

４．知識・技能等の「学力の3要素」において、高等学校等で修得するべき
基礎的な能力を身につけている者。

〈高校学校で履修すべき科目や取得しておくことが望ましい資格等〉

高等学校等で修得するべき基礎的な能力を身につけていて下さい。特に英語
は実用英語技能検定準2級レベル以上の語学力を有していることが

望ましいです。



教育課程編成・実施の方針
（カリキュラム・ポリシー）

１．キリスト教関連科目や、初年次教育を通して、倫理観と行動の規範
を養う。

２．多文化共生、異文化理解、海外研修などの科目により、国際的な視
野と教養を育む。

３．国際観光ビジネス関連科目および教養教育科目により、社会におけ
る実務能力、批判的思考力、社会人基礎力を養う。

４．英語関連科目、日本語表現科目などにより、英語と日本語によるコ
ミュニケーション能力を育み、実用的な語学力を高める。



卒業認定・学位授与の奉仕
（ディプロマ・ポリシー）

１．建学の精神に基づき、「平和」と「奉仕」を行動の規範として身
につけている。

２．多文化・異文化に関する理解と国際的な視野を身につけている。

３．「思考力・判断力・表現力」、「主体性・多様性・協働性」、
「知識・技能」をはじめ社会人にふさわしい教養および専門分野の基
礎力と批判的思考力を身につけている。

４．英語・日本語による実用的なコミュニケーション能力を身につけ
ている。

５．学則に定める修行年限を満たし、卒業に要する所定の単位数を修
得した者に対し、短期大学士（英語）の学位を授与する。



英語科は、大きな志をもって世界に飛び立つ
学生を応援します。

小さな学科ですが、学生ひとりひとりの
存在を大切にし、サポートしていきます。


